
本稿は公開時点で入手可能な資料、公開情報、関係者から得られた情報等をもとに整理した試験的資料で

す。記載された数値や分析には推計や未検証情報を含む場合があり、その正確性や完全性を保証するもの

ではありません。内容は継続的な検証と更新を前提としており、誤りや不足についてはご指摘をいただき

ながら修正・改善していく所存です。 

日本の伝統工芸を支える基盤は、いまどこまで縮

小しているのか 

生活文化・宗教・建築・素材供給・着物産業の連関から現状を読み解く 

1985年以降、日本の高度な技能を持つ伝統工芸職人の数は減少を続けています。本稿では、公

開情報や関係資料をもとに整理した試算として、現在の傾向が続いた場合、2028 年までにそ

の多くが失われる可能性についても検討しています。本稿は、日本の伝統工芸を取り巻く変化

とその背景について整理した試験的な考察資料です。記載内容には推計や仮説的な整理を含

み、今後の検証や情報提供によって更新されることを前提としています。 

概況：主要指標の縮小 

担い手の急減 

• 1985 年以降、熟練職人は一貫して減少

• 現在の推移が続けば、2028 年までに約 9 割が失われる可能
性

染織・工芸品の減少 

• 国産着物小売：85〜90％減

• 西陣織帯小売：90％減

• 漆器販売：70〜80％減

• 和紙販売：60〜80％減

生活文化・住空間の変化 



• 茶道への参加：60〜70％減

• 華道への参加：60〜70％減

• 伝統建築技術：70〜90％減

• 床の間を備えた新築住宅：80％減

宗教・地域文化の縮小 

• 寺院への所属・弔い行事：30〜40％減

• 仏壇販売：75％減

• 地域祭礼への参加：30〜50％減

素材基盤の危機 

• 漆の木の栽培：80〜90％減

• 楮（和紙原料）の栽培：80〜90％減

• 桐の木の栽培：90％減

• 主要素材の多くは、すでに輸入依存が進行

（数値は複数資料をもとに整理した推計値を含む） 

第 1 章 全体像：文化・工芸・素材基盤の長期的縮小 

過去数十年の間に、日本の伝統文化・芸道・工芸産業の多くは、参加者数や販売量、生産基

盤のいずれにおいても深刻な縮小に直面しています。茶道や華道、寺院の儀礼といった生活

文化に加え、着物や漆器などの工芸品、さらには漆や楮などの基幹素材の栽培に至るまで、

日本文化を支える仕組みの土台が広範に揺らいでいます。  

特に憂慮すべきは、国内の素材基盤が急速に失われ、多くが海外からの輸入に依存している

点です。国際的な供給変動のリスクを抱えたままでは、文化の継承そのものが困難になりか

ねません。  



分野 主な縮小項目と推計値 

生活文

化 

茶道参加：60〜70％減 ／ 華道参加：60〜70％減 ／ 武道稽古者：45％減 ／ 

日本舞踊・書道等の学習者も軒並み減少 

宗教・

地域 

寺院への所属・弔い行事：30〜40％減 ／ 国産仏壇販売：75％減 ／ 地域の神社

祭礼参加：30〜50％減 

建築・

空間 

木組み・土壁などの伝統建築技術：70〜90％減 ／ 床の間を備えた新築住宅：80％

減 

染織・

工芸 

国産着物小売：85〜90％減 ／ 白生地販売：90％減 ／ 天然藍染布：80〜90％

減 ／ 漆器販売：70〜80％減 ／ 和紙販売：60〜80％減 ／ 日本画販売：50

〜70％減 

素材供

給 

漆の栽培：80〜90％減 ／ 楮の栽培：80〜90％減 ／ 桐の栽培：90％減 

（数値は複数資料をもとに整理した推計値を含む） 

第 2 章 なぜ一つの衰退が全体へ波及するのか 

日本文化の多くは、相互に支え合う仕組みの上に成り立っています。一つの文化的実践が需

要を生み出し、それが多数の専門工芸を支えるという連関があるため、ある分野の衰退は関

連する職人ネットワーク全体へと波及します。  



茶の湯 

茶碗・水指・棗・釜・茶杓・茶筅・仕覆・掛物・茶室建築までを含み、陶磁器・漆器・竹

工・金工・木工・和紙・染織を横断的に支えています。 

生け花 

花器や水盤の陶芸、盆や台の漆器、花籠の竹工、剣山や花鋏の金工など、実用品でありなが

ら高い審美性を備えた道具の需要を生みます。 

神道 

社殿建築・鳥居・灯籠・鈴・鏡・神具・注連縄・紙垂・御幣・神輿・神楽面などを通じて、

木工・石工・金工・和紙・竹工・染織を支えています。 

書道 

手漉き和紙・筆・墨・硯に加え、筆置き・硯箱・表装などの木工・漆工とも深く結びつき、

静かな需要の裾野を形づくっています。 

日本舞踊 

衣裳や帯の染織、舞扇・かつら・履物・髪飾り・小道具類など、舞台を構成する繊細な手仕

事を広く支える分野です。 

仏教・仏壇仏具 

木地師・宮殿師・彫刻師・漆塗師・金箔押師・蒔絵師・錺金具師・鋳物師・表具師など、精

緻な分業の上に成り立つ代表的な工芸の集積です。 

武道 

道着・袴・帯・防具・竹刀・弓矢・模擬刀・甲冑などを通じて、織り・縫製・革細工・竹

工・金工・漆工の技能を維持しています。 

伝統建築 

大工技術のみならず、左官・建具・畳・屋根葺き・障子・欄間・金物・庭石や灯籠に至るま

で、空間を支える幅広い職能を束ねています。 

着物産業 

絹や木綿の織物、友禅・絞り・型染め、仕立て・組紐・履物・袋物・和紙包装、織機や杼の

製作まで、長い供給網を持つ産業です。 

漆芸 

漆の木の栽培と漆掻き、木地づくり・下地・塗り・研ぎ・蒔絵・沈金、刷毛や刃物の道具づ

くりまで、素材と技能の連鎖がきわめて長い分野です。 



日本刀 

たたら製鉄・鍛造・研師・鞘師・漆工・鍔や目貫の金工・柄巻きの組紐・保存箱の指物な

ど、専門職人と素材の緊密な連携によって成立しています。 

第 3 章 主要セクターの現状 

ここで見えてくるのは、個別分野の不振ではなく、文化を支えてきた需要・人材・素材・制

度の各層が同時に痩せ細っているという構造です。以下では、主要なセクターごとに変化の

中身を整理します。  

伝統文化を支えてきた指導層・後援層の変化 

かつて日本の伝統芸術は、教養ある指導者や富裕な後援層によって支えられていました。し

かし、高度経済成長期以降、社会的な交流やステータスの場が茶室からゴルフ等の他のレジ

ャーへと移行するにつれ、文化的なパトロンの役割は大きく弱まりました。これにより、職

人技を評価し支援する社会的基盤が失われつつあります。  

工芸労働市場と徒弟制度の課題 

若者が工芸の仕事を知る機会が不足していることに加え、かつて機能していた徒弟マッチン

グの仕組みが失われています。また、修行期間の長さに対して低賃金が常態化しており、経

済的な参入障壁が高くなっています。近年では美術大学等を経て作家志向を持つ若手が増加

する一方、生産現場を支える分業体制の職人は深刻に不足しています。  

政府支援の現状と限界 

文化庁や経済産業省を通じて伝統工芸への支援は行われていますが、業界全体の規模に対し

て予算が限られており、一部の職人や組合にしか資金が届いていません。広範な公的支援が

不足する中で、多くの工房が財政的な脆弱性を抱えながら個別の努力で存続を図っていま

す。  

林業と工芸用素材の供給不安 

日本の森林所有は細分化されており、採算性の低さから管理が放棄されるケースが増えてい

ます。生産者の高齢化も進み、漆や楮など工芸に不可欠な素材の多くを輸入に依存していま

す。特に国内で消費される漆の大部分は中国産であり、国際的な供給変動のリスクにさらさ

れています。  



茶の湯の縮小と参加障壁 

茶の湯は、厳格な階層構造や費用の負担、時間の制約などが現代のライフスタイルと合わな

くなりつつあります。形式的なイメージが先行し、若い世代にとって日常的な修養として取

り入れにくい状況が、参加者の大幅な減少につながっています。  

寺院中心宗教の衰退と工芸への影響 

都市部への人口移動や少子高齢化、葬儀の外部化（企業系葬儀会館への移行）により、寺院

は地域共同体との結びつきや経済基盤を失いつつあります。同時に、家庭における仏壇の保

有率が低下したことで、仏具を製造してきた高度な職人ネットワークが存続の危機に直面し

ています。  

伝統木造建築技術の縮小と価値 

現代の住宅建築はプレハブ化・工業化が進み、木組みや仕口といった伝統工法を継承する大

工（宮大工や数寄屋大工など）はごく少数となっています。新築住宅から床の間が消滅した

ことは、掛軸・表具・花器などを制作する周辺工芸の需要減少を招き、文化的連鎖を断ち切

る要因となっています。  

着物産業の空洞化 

着物が日常着から乖離し、高級礼装に特化していった結果、複雑なルールや高コスト構造が

定着しました。安価な海外生産品の流入と国内需要の減退が重なり、産地では問屋や織元が

激減しています。消費者価格が高止まりする一方で職人の所得は低く、次世代の作り手と消

費者の双方を遠ざける構造的な課題を抱えています。  

第 4 章 再生に向けた方向性 

この危機的状況を乗り越えるためには、工芸を単なる「産業」としてではなく、社会の精神

的な基盤として再構築する実務的な取り組みが求められます。  

1 寺院の地域拠点としての再活性化 

寺院を葬儀の場にとどめず、対話・学び・地域交流・心のケアを担う拠点として再定義し、

宗派ごとの実行計画を整える。 



2 文化的な「入口」の明確化 

茶道・武道・生け花・日本舞踊などにおいて、初心者向けの短期講座・週末体験・夜間コー

スを整え、参加までの心理的な距離を縮める。

3 新たなパトロン・メンターの育成 

起業家・経営者・次世代の事業承継者などを対象に、工芸理解と支援の実践を学ぶ継続的な

プログラムを用意し、発注と後援の担い手を育てる。 

4 草の根の支持層を増やす 

日用品・贈答・地域行事・住まいのしつらえなど、日常の選択の中で工芸を取り戻す人を増

やし、小さな需要の積み重ねを社会的な流れへと育てる。 

5 全国規模の後継者マッチング 

工房・寺院・文化団体と、地域に根ざした仕事を求める若者をつなぐ広域プラットフォーム

を構築し、収入・住居支援・修業年数の情報を可視化する。 

6 引退した名匠の巡回指導 

一線を退いた熟練職人を巡回講師として活用し、地域工房の技術向上・商品開発・若手育成

を複数地域で支える仕組みを整える。 

7 「クラフトフォレスト（工芸の森）」構想 

漆・桐・楮・三椏など高付加価値の工芸用樹種を地域で協同管理し、放置林の再生と素材供

給の安定化を同時に進める。 

8 後継者を尊厳あるキャリアとして再定義 

工芸の道を、低収入を甘受する自己犠牲ではなく、地域に価値を残す専門職として位置づ

け、奨学金や生活支援とともに社会的な評価を高める。 

9 素材起点の持続可能なビジネスモデル 

素材の栽培から製品デザイン・流通・国際的なブランディングまでをつなぎ、適正な価格形

成によって利益を産地と人材育成へ還元する。 



結び 

日本の伝統工芸は、単なる美しい物品を生産する産業ではありません。それは、人々の祈

り・住まい・季節の移ろい、そして贈答の精神といった生活様式全体を編み上げる、かけが

えのない基盤です。茶室の静寂も、寺社建築の荘厳さも、着物に込められた意匠も、すべて

は名もなき職人たちの手仕事の連なりによって支えられてきました。  

現在直面している危機は、その連関が解けつつあることを示しています。しかし、素材を育

む森づくりから、次世代の職人を支える仕組み、そして私たちの日常に工芸を取り戻す草の

根の行動まで、確かな再生への道筋は残されています。日本文化の深い叡智を未来へ手渡す

ために、いまこそ多角的な視点からの再構築が求められています。  

本稿は課題の輪郭を整理するための公開版資料であり、今後も検証と更新を重ねることを前提としています。  




